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特設消防署規程により神奈川県川崎消防署が設立され、（大師、大島、幸、
中原、高津の５出張所、消防自動車８台、消防官４３名）初代署長高橋公
喜氏が就任した。 
高橋署長は異動、第２代署長に佐藤佐太郎氏が就任した。 
南町１６番に本署の庁舎を新築した。敷地１，４６２㎡木造モルタル塗り
セメント瓦葺２階建、望楼は庁舎に接続して鉄筋コンクリート６階建。 
防空消防の強化を図るため、本署から臨港及び中原の２消防署を分離設置
した。 
榎町出張所を設置した。また大空襲により本署庁舎が焼失し、榎町出張所
を臨時本署と定め事務を開始する。 
臨港消防署を合併して川崎消防署とした。署長は臨港消防署藤野金蔵氏が
川崎消防署心得を命ぜられ、その後戦災後の消防事務の収拾に当たった。 
第３代署長に藤野金蔵氏が就任した。 
藤野署長は横須賀消防署長に転任し、第４代署長に西戸部消防署長秋葉嘉
一郎氏が就任した。 
秋葉署長が退任し、第５代署長に西戸部消防署長有賀武雄氏が就任した。 
有賀署長は警察本部に転任し、第６代署長に磯子消防署長永森庄太郎氏が
就任した。 
消防団令の公布により川崎消防団を設置した。初代団長に野崎勇次郎氏が
就任した。 
永森署長は鶴見消防署に転任し、第７代署長に土志田徳次郎氏が就任した。 
消防組織法の施行により、従来の官設消防の市移管とともに川崎市消防本
部が設置され、１課４係２署（川崎、中原）７出張所で発足した。本署で
は、大師、大島、幸、榎町及び鋼管通の５出張所、署員９５名、初代署長
に土志田徳次郎氏が就任した。 
本署管内から災害を根絶し、無災害都市の実現を図ることを目的として、
川崎防火協会が発足した。 
藤崎町を中心として大旋風が発生し、死者３名、負傷者４５名となった。 
昭和電工（株）川崎工場で爆発火災が発生し、死者１７名、負傷者６９名
となった。 
昭和２１年１月以来出張所としての事務を停止し、消防職員寮に転用中で
あった大島出張所が再び開設した。また土志田署長は消防部指導課長に転
任し、第２代署長に中原消防署長三村三九造氏が就任した。 
戦災により焼失した本署庁舎を南町１６番地に再建した。木造モルタル塗
２階建庁舎及び木造モルタル塗平家建の公舎を新築し、池上新町２００番
地の旧庁舎は、臨港出張所として開設した。 
富士見出張所を開設し、榎町出張所を廃止した。 
防火管理体制の確立を図り、住民の防火意識を高め、本市の発展に寄与す
る目的で川崎工場消防協力会が発足した。 
危険物等の災害防止に係る施策、研究を行い、もって防災意識の向上を図
ることを目的として川崎危険物保全研究会が発足した。 
小向出張所を開設した。 
堀之内共同住宅で火災が発生し、死者２名、負傷者９名となった。 
本署に剣道場を新築した。 
小田出張所を新築、開設した。 
（鉄筋コンクリートブロック造平家建１０２㎡） 
臨港消防署の昇格に伴い、本署から大師・鋼管通出張所が分離した。 
本署に１７ｍ級はしご付き消防ポンプ自動車が配置された。 
三村署長は消防局指導課長に転任し、第３代署長に中原消防署長平野昇三
氏が就任した。 
大島出張所を改築した。（鉄筋コンクリート造平家建１０９．９２㎡） 
本署に屈折はしご付消防自動車（損保寄贈）が配置された。 
小田出張所を増改築し、消防部隊を増強して２隊配置とした。 
平野署長は消防局警防課長に転任し、第４代署長に中原消防署長土屋光正 
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氏が就任した。 
本署（総合庁舎）の改築に着手した。 
本署庁舎の改築工事に伴い市内南町１３番地１に仮庁舎を建設・移転し、
即日業務を開始した。 
駅前本町２－１のビルで火災が発生し、死者１２名、負傷者１４名となっ
た。 
野崎団長が逝去し、第２代団長に金子直蔵氏が就任した。 
本署に救助工作車が配置され特別救助隊が発足した。 
土屋署長は消防局に転任し、第５代署長に臨港消防署長小林高行氏が就任
した。 
消防局及び本署（総合庁舎）の改築工事が完了し、業務を開始した。 
本署に３２ｍ級はしご付消防ポンプ自動車２台（１台は市民寄贈）が配置
された。 
東田１０－８玩具商で火災が発生し、死者６名、負傷者１０名となった。 
小林署長が退任し、第６代署長に中原消防署長小野實氏が就任した。 
本署に排煙車が配置された。 
川崎競輪場第１投票所騒じょう事件により火災が発生し、負傷者２８名が
発生した。 
小野署長は消防局警防課長に転任し、第７代署長に消防局警防課長平野昇
三氏が就任した。 
富士見出張所を改築した。（鉄筋コンクリート造２階建延３０７㎡） 
平野署長が退任し、第８代署長に中原消防署長鈴木清一氏が就任した。 
御幸消防署の新築・開設に伴い、本署から幸、小向出張所が分離した。 
大島出張所に救急隊を配置した。 
金子団長が退任し、第３代団長に加藤甚太郎氏が就任した。 
本署の屈折はしご自動車（損保寄贈）が更新配置された。 
鈴木署長が退任し、第９代署長に臨港消防署長山中志郎氏が就任した。 
大島出張所を一部改築した。（鉄筋コンクリート造２階建２２１．９㎡） 
小田出張所を移転・新築した。（鉄筋コンクリート造３階建４１４．７㎡） 
山中署長が退任し、第１０代署長に多摩消防署長小野實氏が就任した。 
小田出張所に救急隊を配置した。 
本署に４０ｍ級はしご付消防ポンプ自動車が配置された。 
小野署長が退任し、第１１代署長に高津消防署長小板橋義雄氏が就任した。 
望楼及びテレビ監視装置による監視勤務制度を休止した。 
また昭和２７年に発足した川崎工場消防協力会の名称を川崎事業所消防
協力会に改めた。 
不特定多数収容施設の表示公表制度が発足した。 
加藤団長が退任し、第４代団長に清須秀雄氏が就任した。 
家庭婦人に対する防火思想の普及高揚を目的とした川崎市婦人消防隊制
度が発足した。 
小板橋署長が退任し、第１２代署長に消防局通信司令室長青木玄由氏が就
任した。 
本署庁舎の大規模改修を実施した。 
青木署長が退任し、第１３代署長に幸消防署長村岡通正氏が就任した。ま
た消防署の組織に関する規程及び消防署処務規程の一部改正により、隔日
勤務員の係担当制が制定され、併せて出張所主任制度が廃止された。 
村岡署長が退任し、第１４代署長に消防局予防課長萩原金吾氏が就任した。
また川崎市救急業務実施規程（昭和４１年消防局訓令第４号）が全面改正
され、小田救急隊が柿生出張所に配置替えとなった。 
清須団長が退任し、第５代団長に竹島與男氏が就任した。 
萩原署長は消防局警防部長に転任し、第１５代署長に消防局予防課長中尾
鐵雄氏が就任した。また大島出張所が３階建に全面改築され、残留員廃止
の執務体制となる。 
消防職員・団員の士気高揚と各種外郭団体等の会員・事業所等の火災予防
思想の普及高揚を目的とした「消防のつどい」を開催した。 
本署に高発泡車が配置された。 
幼児への防火思想の啓発と、クラブ活動を通じて防火思想の普及高揚を目
的とした幼年消防クラブ制度が発足した。 
本署に１０ｍ級はしご付消防ポンプ自動車が配置された。 
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竹島団長が退任し、第６代団長に土屋重信氏が就任した。 
中尾署長は消防局参事・庶務課長に転任し、第１６代署長に消防局庶務課
長鈴木彰氏が就任した。 
子供の火遊び防止を図るため、火の大切さや、火の恐ろしさを教えながら、
防火思想の普及育成を目的とした少年消防クラブ制度が発足した。 
本署に４５ｍ級はしご自動車が配置された。 
本署に高規格救急自動車が配置された。 
本署配置の屈折はしご付自動車が幸消防署へ配置替えとなった。 
救急救命士誕生に伴い、救急業務の高度化を開始した。 
完全週休２日制の試行実施に伴い、救急隊の３交代制勤務を２交代制に移
行し、併せて本署及び小田出張所の各１個部隊が削減された。 
危険物許認可事務の一部が消防署に移管され、移動タンク貯蔵所及び給油
取扱所の許可事務を開始した。 
コンピュ―タによる予防及び警防業務支援情報システムの一部運用を開
始した。 
土屋団長が退任し、第７代団長に青木喜久蔵氏が就任した。 
地域における防火意識の高揚と住宅用防災機器の普及促進を図り、出火防
止と火災による死者を減少させるため、自治省消防庁が提唱している住宅
防火対策モデル地区に旭・港町内会が指定された。 
第１、第３、第４分団に小型動力ポンプ付積載車が新配置され、既存配置
の普通ポンプ自動車が廃車となり全分団が小型動力ポンプ付積載車とな
った。 
阪神大震災の発生で第１次救援隊員として竹内正宏消防司令補、第６次救
援隊の総指揮官として、小林道正警防第１課長、隊員として小澤一男消防
士長、金原一博消防士が派遣され、神戸市東灘消防署を拠点として救出・
救助活動に従事した。 
本署配置の水槽付消防ポンプ自動車が更新された。 
複雑多様化する火災に対応するため、火災調査体制を確立し、事務処理を
円滑かつ効率的に実施することを目的とした指定調査員を指名した。 
本署に救助工作車（Ⅲ型）が配置され、富士見出張所に水槽付消防ポンプ
自動車が更新された。また青木団長が退任し、第８代団長に酒井忠明氏が
就任した。 
鈴木署長が市長事務部局へ出向し、第１７代署長に消防局予防部予防課主
幹鈴木秀兒氏が就任した。 
女性の特性を活かした活動と消防団の活性化を目的とした女性消防団員
１２名が採用された。 
大島出張所に高規格救急自動車が配置され、小田出張所配置の消防ポンプ
自動車が更新された。 
本署配置の広報車が更新された。 
地震等が発生した際、消防機関の支援活動を行い、住民の生命・身体・財
産の保護及び被害の軽減を図り、本市の発展に寄与することを目的に川崎
消防ボランティアの会が発足した。 
本署に高規格救急自動車が配置された。 
鈴木署長が予防部長に昇任し、第１８代署長に消防局総務部庶務課長福元
幸徳氏が就任した。 
本署に指揮車が配置された。 
酒井団長が退任し、第９代団長に新村二郎氏が就任した。 
トルコ大地震の発生で国際緊急援助隊第１次派遣隊員として鈴伊知郎消
防司令補及び松本智禎消防士長が救出・救助活動に従事した。 
消防局総合庁舎移転新築工事が開始された。 
トルコ共和国に派遣された国際消防救助隊員が皇居宮殿（連翠）で天皇陛
下に拝謁した。 
トルコ共和国に派遣された国際消防救助隊員が新宿御苑で内閣総理大臣
主催の「桜を見る会」に招待された。 
新村団長が退任し、第１０代団長に出川繁氏が就任した。 
福元署長が高津消防署長に転任し、第１９代署長に幸消防署長吉田末男氏
が就任した。 
出川団長が逝去し、第１１代団長に伊藤史朗氏が就任した。 
小田出張所に高規格救急自動車が配置され、小田救急隊の運用を開始した。 
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吉田署長が退任し、第２０代署長に消防局参事・庶務課長及川洋氏が就任
した。 
消防局総合庁舎が完成し、業務を開始した。 
本市ではじめて川崎救急隊に女性救急救命士の運用を開始した。 
本署配置の小型動力ポンプ積載車が更新された。 
及川署長が消防局警防部長に昇任し、第２１代署長に消防局参事・庶務課
長伊藤英男氏が就任した。 
本署配置の指揮車が更新された。 
伊藤署長が消防局予防部長に昇任し、第２２代署長に消防局参事・予防課
長柴﨑信夫氏が就任した。 
新潟豪雨災害に緊急消防援助隊として、当署から５名の職員が派遣され、
三条市で救出・救助活動にあたった。 
新潟中越地震の発生に伴い、緊急消防援助隊として当署から７名の職員が
派遣され、小千谷市等において救出・救助活動に従事した。 
伊藤団長が退任し、第１２代団長に奥山義男氏が就任した。 
本署配置の４５ｍ級はしご車が更新された。 
本署、大島出張所配置の高規格救急自動車が更新された。 
署所の適正配置に基づき、小田７丁目が川崎消防署管轄となり、臨港消防
署鋼管通出張所に小田出張所が移転して運用を開始し、旧小田出張所及び
臨港消防署鋼管通出張所は閉庁した。 
臨港消防署配置の大型ポンプ車、ホース延長車、化学車、水槽付消防車の
計４台を、当署に保管換した。 
柴﨑署長が退任し、第２３代署長に消防局総務部人事課長福井昭久氏が就
任した。 
本署配置の軽査察車Ⅱ型が更新された。 
本署配置の消防ポンプ自動車が更新された。 
放水器具を消防団員宅６箇所に設置し、地域防災対応力を強化した。 
福井署長が高津消防署に転任し、第２４代署長に中原消防署長原光男氏が
就任した。 
富士見出張所が、臨港消防署藤崎出張所に統合されて閉庁した。 
第２分団配置の小型動力ポンプ付積載車が更新された。 
小田出張所配置の高規格救急自動車が更新された。 
大型ポンプ車及びホース延長車が、中原消防署に配置替えされた。 
第５分団配置の小型動力ポンプ付積載車が更新された。 
原署長が退任し、第２５代署長に中原消防署長本田義雄氏が就任した。 
小田出張所配置の化学車が更新された。 
本署配置の高発泡車及び小田出張所の消防ポンプ自動車が更新された。 
第１、第３、第４分団配置の小型動力ポンプ付積載車が更新された。 
東日本大震災の発生により、３月１１日から６月６日までに緊急消防援助
隊として当署からは、千葉県市原市コスモ石油火災へ２名、宮城県仙台市
津波被害捜索に車両１台・６名、福島第１原子力発電所に２名、福島県へ
救急部隊６名、計１６名が派遣された。 
本署配置の救助工作車、高規格救急自動車、水槽付き消防自動車及び、大
島出張所配置の高規格救急車がそれぞれ更新された。 
本田署長が退任し、第２６代署長に消防局総務部担当部長庶務課長事務取
扱田中経康氏が就任した。 
田中署長が臨港消防署に転任し、第２７代署長に中原消防署長山口高広氏
が就任した。 
大島出張所配置の化学車が更新された。 
各分団等に配置されている耐震災用台車付小型動力ポンプのうち本団１
台、第２分団１台、第３分団１台、第４分団２台、５分団１台計６台が更
新された。 
台風２６号の影響により伊豆大島で起きた土砂災害で、緊急消防援助隊と
して、当署からは１０月１６日に指揮隊１名、救助隊５名が大島町へ派遣
された。 
奥山団長が逝去し、第１３代団長に工藤宏氏が就任した。 
山口署長が消防局警防部長に昇任し、第２８代署長に消防局総務部担当部
長庶務課長事務取扱山本勉氏が就任した。 
日進町の簡易宿泊所で火災が発生し、死者１１名、負傷者１７名となった。 
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本署配置の消防ポンプ自動車が更新された 
山本署長が麻生消防署に転任し、第２９代署長に消防局警防部救急課長京 
増敏彦氏が就任した。 
本署配置の指揮車及び高規格救急自動車、大島出張所配置の高規格救急自
動車が更新された。 
京増署長が退任し、第３０代署長に消防局予防部担当部長予防部予防課長
事務取扱石井博道氏が就任した。 
工藤団長が退任し、第１４代団長に藤木伸一氏が就任した。 
本署配置の小型動力ポンプ付積載車が更新された。 
藤木団長が退任し、第１５代団長に髙野好夫氏が就任した。 
石井署長が中原消防署に転任し、第３１代署長に消防局予防部査察課長原
田俊一氏が就任した。 
本署配置の軽査察車が更新された。 
本署配置の広報車が更新された。 
川崎市婦人消防隊が解散された。 
原田署長が消防局警防部長に昇任し、第３２代署長に消防局総務部担当部
長庶務課長事務取扱杉山哲男氏が就任した。 
小田出張所配置の高規格救急自動車が更新された。 
杉山署長が宮前消防署に転任し、第３３代署長に消防局警防部救急課長間
宮雄二郎氏が就任した。 
髙野団長が退任し、第１６代団長に小松原徹氏が就任した。 
静岡県熱海市で発生した土石流災害に緊急消防援助隊として、当署からは
指揮隊２名、救助隊５名の職員が派遣され、救出・救助活動にあたった。 
東京オリンピック・パラリンピック競技大会における東京オリンピックセ
ーリング競技会場周辺の消防特別警戒の任務として、７月２６日と８月４
日に当署から救助隊総員１０名が藤沢市に派遣され、警戒活動にあたった。 
小田出張所配置の消防ポンプ自動車が更新された。 
第２分団配置の小型動力ポンプ付積載車が更新された。 
間宮署長が退任し、第３４代署長に臨港消防署長小川晶氏が就任した。 
本署及び大島出張所配置の高規格救急自動車が更新された。 
第５分団配置の小型動力ポンプ付き積載車が更新された。 
令和６年能登半島地震の発生により、１月１２日から２月１３日までに緊
急消防援助隊として当署からは、指揮隊４名、救助隊１０名、後方支援隊
４名、救急隊３名、計２１名が派遣され、輪島市において救出・救助活動
にあたった。 
小松原団長が退任し、第１７代団長に村上健二氏が就任した。 
岩手県大船渡市で発生した山林火災に対し、３月３日から３月１３日まで
に緊急消防援助隊として当署からは、消火隊計１２名が派遣された。 
本署配置のはしご車が更新された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


